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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、酸化ストレスや放射線に対する細胞応答に関与する酵素である酸化還元酵素に類似しています。この遺伝子は腫瘍抑制因子p53によって誘導され、p53を介した細胞死に関与していると考えられています。プロモーター領域にはp53コンセンサス結合部位があり、下流にはペンタヌクレオチドマイクロサテライト配列があります。p53は、下流のペンタヌクレオチドマイクロサテライト配列と相互作用することで、この遺伝子を転写活性化することが示されている。マイクロサテライトは多型性を有し、ペンタヌクレオチド反復配列の数がp53による転写活性化の程度と直接相関しています。マイクロサテライト多型は、がんに対する感受性の差異と関連している可能性が示唆されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが見つかっています。代替産物：紫外線はアイソフォーム2の生成を促進します。機能：活性酸素種（ROS）の生成に関与している可能性があります。誘導：アイソフォーム1と2は、TP53/p53、ドキソルビシン、エトポシド、および電離放射線によって活性化されます。アイソフォーム2は紫外線によって著しく活性化されます。類似性：亜鉛含有アルコール脱水素酵素ファミリーに属します。キノン酸化還元酵素サブファミリーに属します。
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	QORX抗体を用いた293細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	PIG3ポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析

